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広告

（
９
月
５
日
～
９
月
22
日
受
付
分
）

大
口
地
区

池
本

尚
穂

84
（
上
八
坂
）

上
之
原

タ
ヱ
子

94
（
陣
之
尾
）

下
水
流

カ
ツ
エ

98
（
里
町
）

（
９
月
５
日
～
９
月
22
日
受
付
分
）

荒
武　

茉ま

や椰
（
龍
也
・
夕
真
／
下
青
木
）

瓜
生
島　

采こ
と
の乃

（
大
和
・
栞
南
／
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
）

亀
澤　

陽ひ

な菜
（
誠
司
・
由
紀
／
駅
前
）

川
上　

祥し
ょ
う
り璃

（
卓
・
美
穂
／
平
沢
津
）

栗
巣　

敢あ

お央
（
星
射
・
菜
美
／
里
町
）

小
迫　

裕ひ
ろ

と仁
（
裕
樹
・
美
穂
／
あ
た
ご
）

椎
木　

茉ま

な菜
（
修
平
・
菜
摘
／
築
地
）

田
口　

幸ゆ

き

と采
（
直
樹
・
彩
香
／
水
ノ
手
）

寺
田　

陽は
る

（
直
史
・
恵
／
園
田
）

鳥
成　

桃も
も
じ
ろ
う

次
郎
（
達
夫
・
志
帆
／
西
本
町
）

中
條　

瑞み

ず

ほ

々
歩
（
幸
大
・
里
穂
／
西
原
）

東　

汐せ

な奈
（
雅
彦
・
千
尋
／
小
水
流
）

松
山　

愛ま
な

（
昌
樹
・
聖
姫
／
里
町
）

吉
永　

旭あ

さ

ひ琵
（
隆
太
郎
・
真
澄
／
朝
日
町
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

松
下　

畩
則

90
（
田
中
上
）

南　

武
雄

89
（
重
留
西
）

南
永
・
本
城
地
区

内
園　

三
重
子　
　

92
（
荒
田
上
）

柿
下　

秋
文

74
（
荒
田
下
）

亀
割　

ツ
ユ
子

102
（
岩
坪
）

多
賀

美
代
子

70
（
牛
尾
）

西
ノ
園

ア
サ
子

100
（
上
青
木
西
）

野
元

京
子

88
（
水
ノ
手
）

山
下

ふ
じ
子

73
（
神
池
）

瀨
之
口

ヒ
サ

93
（
下
青
木
）

山
野
地
区

有
馬

カ
ヅ
子

87
（
小
木
原
上
中
）

新

勝
子

92
（
上
之
馬
場
）

羽
月
地
区

阿
久
根

ツ
ユ
子

99
（
崎
山
東
）

竹
下

き
み
子

72
（
須
原
）

中
間

正
子

75
（
包
ノ
原
）

宮
ノ
原

修

82
（
宮
人
）

山
口

武
盛

80
（
白
木
）

山
下

キ
ク
オ

101
（
大
島
南
）

山
下　

正
登
美　
　

71
（
馬
渡
）

西
太
良
地
区

瀨
戸
口　

武
彦　
　

91
（
針
牟
田
）

花
田　

利
光

71
（
釘
野
々
）

原
田　

壽

86
（
後
村
）

吉
永　

厚
子

87
（
笠
松
）

吉
松　

タ
ツ
ヱ

87
（
西
方
）

米
島　

ノ
ブ
子

100
（
門
前
）

菱
刈
地
区

今
村　

光
雄

71
（
下
手
前
目
）

金
丸　

眞
子

83
（
重
留
西
）

新
田　

敦
子

93
（
下
手
前
目
）

玉
利　

富
雄

100
（
下
名
）

中
間

溜

88
（
花
北
下
）

西
田

イ
ツ
子

75
（
花
北
下
）

原
口

和
人

88
（
新
川
）

　10 月８日、大口元町の駐車場で、大口小

学校創立 150 周年を祝う「竹灯ろうの夕べ」

が開催され、竹灯籠約 70 本に明かりが灯り

ました。この灯籠は、４～６年生児童と保護

者ら約 20 組が製作したものです。

　小倉想司さん（６年生）は「つくるのは難

しかったけど、電気をつけたらとてもきれい

でいい雰囲気だと思いました。改めて 150

周年が特別なイベントなんだと実感しまし

た」と話しました。

【今月の表紙】

150周年を祝う竹灯籠

○
早
水

丈
治
さ
ん
（
株
式
会
社 G

iV
E

R

）

（
子
育
て
支
援
に
対
す
る
寄
附
）

寄　

附

寄　

附
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編
集
後
記

◆

人口のうごき

R４. 10. １現在 （前月比）

（住民基本台帳から）

◆

総人口 24,114 人 （－  43）

男 1 1,324 人 （－  16）

女 12,790 人 （－  27）

世帯数 12,925 世帯 （－  23）

広
報
い
さ
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■
発
行
／
伊
佐
市
役
所
　
〒
895-2511　

鹿
児
島
県
伊
佐
市
大
口
里
1888

番
地

  Tel 0995-23-1311　
Fax 0995-22-5344

　
　
　
　
　
https://w

w
w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　
info@

city.isa.lg.jp
■
編
集
／
企
画
政
策
課
     　
 ■
印
刷
／
㈱
あ
す
な
ろ
印
刷

今
月
号
で
は
「
伊
佐
市
公
式
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
」
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
人
も
、

「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
と
い
う
言
葉
を
き

い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
!?
お
し
ゃ
れ

な
写
真
や
動
画
を
投
稿
す
る
こ
と
で
、

簡
単
に
日
本
中
・
世
界
中
の
人
と
交
流

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
す
。

高
校
生
が
撮
影
し
て
く
れ
た
写
真
（
３

ペ
ー
ジ
）、
ア
イ
デ
ィ
ア
が
お
も
し
ろ

い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
伊
佐
の
風
景

な
ど
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し
ま

す
！

　

さ
て
朝
晩
が
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た

ね
。
伊
佐
の
厳
し
い
冬
に
向
け
て
、
衣

替
え
を
お
早
め
に
！

〒８９５－２５１１　伊佐市大口里１８８８番地

広報いさ「読者のひろば」プレゼント係　E-mail:koho@city.isa.lg.jp
投稿先

読

者

の
ひ
ろ
ば

読

者

の
ひ
ろ
ば

読読

者者

のの
ひひ
ろろ
ばば

№ 24

※ふるさと納税は、伊佐の特産品やグルメを全国にＰＲし、地域の活性化にも※ふるさと納税は、伊佐の特産品やグルメを全国にＰＲし、地域の活性化にも

 つながっています。市外にお住いのご家族、ご友人にもぜひご紹介ください！つながっています。市外にお住いのご家族、ご友人にもぜひご紹介ください！

　「＃ my いさ」をつけて投稿してくださった人の中

から抽選で、すてきなプレゼントが当たります（投稿

方法は３ページをご覧ください）。住所・氏名・年齢・

電話番号・ペンネームを明記のうえご投稿ください。

たくさんのお便りお待ちしています！当選発表は発送

をもってかえさせていただきます。

※個人情報はお便りの紹介、プレゼントの

発送以外の目的では使用しません。

合同会社　ＨＳＷＯＲＫＳ　いさ工房
住 ：大口里284-1　　　　 ： 28-1777問

　１名様

ドリップバックコーヒー
（計 10袋 ・ 5種×各2袋）

広
報
紙
の
感
想
、
身
近
な
出
来
事
、
紹
介
し
た
い

写
真
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

こだわり商品

　自家焙煎の高級珈琲豆を使用し、挽きたてを

ひとつひとつ丁寧にパックしているので香りが

良くすっきりした仕上がりになっています。

　ぜひブラックで味わってください。

（前田  広則さん）

　

「
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
」
台
風
と
の
こ
と
で
、
ご
近
所

さ
ん
と
大
口
小
の
避
難
所
へ
。
入
口
で
マ
ッ
ト
を
配
布
さ
れ

「
ホ
ッ
」。
職
員
の
笑
顔
と
気
配
り
が
心
強
か
っ
た
で
す
。
感

謝
で
す
。

裏
の
田
ん
ぼ
の
稲
が
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
家
も
周

り
も
大
し
た
こ
と
が
な
く「
ホ
ッ
」。
日
本
列
島
を
縦
断
し
て
、

各
地
に
爪
痕
を
残
し
た
台
風
。
穏
や
か
な
日
が
続
く
よ
う
気

が
抜
け
ま
せ
ん
。

(
大
口

古
希
の
ば
あ
ば
)

毎
年
の
よ
う
に
「
記
録
的
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
い
る

気
が
し
ま
す
。
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。
備
え
が
大
切

で
す
ね
。

隣
県
の
え
び
の
市
か
ら
伊
佐
市
内
ま
で
の
遠
距
離
通
勤
者

で
す
が
、
休
日
は
趣
味
の
バ
イ
ク
で
南
九
州
各
地
の
名
所
旧

跡
巡
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

伊
佐
市
内
に
も
曽
木
の
滝
や
忠
元
公
園
な
ど
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
お
気
に
入
り
は
青
木
の
屯
田
池
で
す
。
灌
漑
用

の
池
で
年
中
満
水
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
春
の
桜
や
秋
の
紅

葉
な
ど
池
の
周
囲
を
散
策
す
る
と
四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。「
屯
田
」
と
聞
く
と
北
海
道
の
屯
田
兵
を
連

想
し
ま
す
が
、
関
係
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
初
期
の
北
海
道

屯
田
兵
に
は
多
く
の
薩
摩
士
族
が
参
加
し
た
と
も
聞
き
ま
す

の
で
興
味
が
あ
り
ま
す
。(

宮
崎
県

カ
ブ
さ
ん
ぽ

50
代
)

え
び
の
市
か
ら
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
気

に
入
り
の
伊
佐
市
風
景
を
写
真
に
撮
っ
て
イ
ン
ス
タ
に
投
稿

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

イ
ン
ス
タ
を
投
稿
し
て
︑
抽
選
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
︕


